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このサクバは，以前の閖上の漁業にとって身近な舟であった。サクバを用いた主なる漁業とは，
広浦や名取川，貞山堀などでの貝漁である。アサリは 4 ～ 6 月で，海水域を漁場として，船を固定
































ナガ 24尺・幅 4 尺 5 寸・深さ 2 尺 1寸の舟であり，カッコと呼ばれる舟は，シキナガ 20尺，幅 3




















さて，そのサクバであるが，材料の木材の見立てがあったのが，石巻市河南町和渕で 2016 年 5 月
15日であった。岩石棟梁がマガリカネ 1つだけを手に持って出かけ，測定した。実際に木材を歌津
の泊に運び，一度乾燥し始めたのが 6 月に入ってから，それから造船に入り 9 月には完成した。船





































るカゴの数も漁獲量の過多に関係しないという。成立当初は 12 ～ 13 軒の，両岸の川のそばに住ん





2 ～ 3 日はかかった。漁期終了後も石をそのままにしておき，ときには，大雨で流れてきた石を集
めておく。石の高さは 35 ～ 40センチと制限され，川の両端も 40～ 100センチ（川幅の 1 割）を
開けておくという。ザワ自体も石組みの間から水が流れていなければならず，ダムのように水が静
止していると，シロウオが近づいてもそこから動かなくなる。流れにも勾配を付けておくというか





















川の清掃に尽力してくれたのは，ボランティアの団体であった。震災翌年の 2012 年には，バス 2 台
で 200人くらいが東京からやって来て，川を清掃してくれたという。今でも，シロウオの季節が来
ると，80 人くらいが川の清掃に来ている。











シロウオが大漁のときは，1日平均 3 パックは捕れる。1 パックは 300グラム，1 匹 1 グラムなの
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なって発足した。以前から，市の近隣農家がリヤカーで市街地に野菜を売りに来ていたという慣例
を元に，町の活性化のため沿岸部と農村部との交流の場を作りたいというのが目的であった。第 1
回は 1974 年８月 11 日の日曜日に開催，初回は 19 店の参加であった。当初は第 2と第 4 の日曜に行
なわれ，1975 年 5 月からは，正月の第 1 日曜日を除いて毎週の開催であった。出店者は，1979 年当
時で約 120店。気仙沼市内と唐桑町・本吉町（現気仙沼市の範囲），近隣の岩手県からは，陸前高田
市・藤沢町・千厩町（現一関市）などから出店されている。出店の商品は，野菜 550店，魚介類 30
店，青果 14 店，花卉 6 店，ほかに履物・帽子・雑誌・文具・乳酸飲料・衣料品・金魚・錦鯉・玩
具・豆腐・油揚げ・骨董品・綿あめ・タイ焼きなどである。震災前の人出は，平常の朝市でも，観
光客を入れて 7 ～８千人，行事を入れた朝市で 1 ～ 2 万人も訪れている。1979 年８月には，「宮城
県流通対策モデル朝市」に指定されている。
2011年 3 月 11 日の震災後に朝市の再興を考えたのは 3 月 30日，朝市の開催場所であった港町の
公園を，朝市の運営委員と出店者で瓦礫を片付けていたときであった。「ここでもう一度なんとかや
ろう」と決意をしたのだが，海岸近くの場所は市役所から許可されず，海岸から離れた自動車学校
跡地を交渉，無条件で提供を受けた。しばらく，そこで続けていたが，2012 年 2 月に青果市場跡地
へ移転，翌 2013 年 4 月 7 日から，大型スーパーマーケットの気仙沼店の駐車場で開催されてから今
日に至っている。復活直後は，「全国朝市サミット協議会」のメンバーからの支援があり，函館朝市











サクバを復元した閖上の朝市も，震災の年の 3 月 27 日には，名取市内の同じ大型スーパーマー
ケットの駐車場で復活している。4 月 10日に第 2 回を開催し，以後毎週日曜日に継続している。2013








































（ 2 ）――2016 年 6 月 3 日，宮城県名取市閖上の伊藤正
幸さん（昭和 24 年生まれ）より聞書
（ 3 ）――2011 年 12 月 25 日，宮城県南三陸町歌津泊の
岩石孝喜さん（昭和 16 年生まれ）より聞書
（ 4 ）――2016 年 6 月 30日，宮城県南三陸町歌津伊里前
の渡辺千之さん（昭和 23 年生まれ）より聞書









（ 7 ）――註 6 と同じ第 14回防災文化講演会において，
気仙沼朝市運営委員会委員長の内海智富氏からの報告。
（東北大学災害科学国際研究所，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（2017 年 12 月 18 日受付，2018 年 3 月 30 日審査終了）
